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當
時
休
業)

、
：醫
師
五
入
で 
'
 

こ
の
合
計
は
總
家
數
の
四
分
の一

强
と
な
つ
て
い
る
。

.

.

.

.

以

上
0 '
諸
記
載
か
.ち
、
地
方
都
市
に
お
：け
る
商
業
及
び
丈
業
の
狀
態
に
.
'•
■ 

つ
いV

、

そ
の
：表
面
的
な
一
、婣
を
窺
い
知
る
事
を
得
1
ぅ
。
し
.か
^
、
.法
：

,目
*

き
.は
干
鰯
鄺
、
マ
菜
種
商
ぃ
綿
商
、
へ
綿
打
！

t
Q
:

如

周

邊

：の

農

村
.
.
. 

と
の
關
聯
を
豫
想
せ
し
め
る
雛
な
業
種
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
事
で
あ

：
.
. 

る
。
他
方
、.
.こ
の
町
が
.宿
場
で
あ
.り
、
'又

廻

船

の

出

入

す

る

港

で

あ

暴 

'
は
.こ
の
明
細
帳
に
は
相
て
來
な
ぃ.が
、
天

保

年

間

の
,%
め

に

次

の

如

き

記
:. 

.戦
之
犮
つ
て
現
わ
れ
て
ぃ
る
。

「

宿
£
猶
家
數
千
七
百
四
洽
五
軒、
：
：
：
>
. 

撳
籠
屋
百
六
軒
、.馬
步
行
往
還
谶
:1
H
:仕
候
百
軒
程
，
：船
乘
漁
師
谶
世
仕
候/

. 

三
百
軒
程
' 
治
.之
；外

は

爾

人

職

人

苗

挫

醫

賦

議

日

：福
取
之
類

」

一
御
座」 

■候
1_
。
記
載
の
菡
準
於
異
る
龙
め
享
满
度
と
の
比
較
は
出
來
处
い
が
、

IU
年 

の
商
人
、
職
人
に
こ
：の
宿
場
關
係
の
職
業
が
：加
わ
ヶ
ム
の
郁
布
の
住
民
が

.

' 

構
成
さ
れ
■て
い
た
も
の
と
見
て
ょ
ヤ
。..勿
論
こ
の
內
に
.は
農
民
も
い
る
。 

.特
に
潸
田
村
の
如
き
は
村
明
細
帳
に
：現
わ
れ
て
い
る
限
り
か
な
り
農
村
と 

し
て
，の
色
彩.%-
'
强
い
。
，
：天
保
の
史
料
に
：は
，
村
民
の
渡
世
に
つ
き
、

「

耕

. 

作

之

外

男

女

稼

之

，
儀

呔

、
.
.

男X

小
商
內
日
厨
取
、
.
女
ハ
糸
操
織
稼
等
仕
候 

.
而
激
世
仕
候」

、
.

T

畑
方
之
儀
は
麥
、
綿
其
外
茶
、
大
根
蒔

忖

卑

候

」

'
と

あ
：
. 

り
、
農
業
べ
の
依
存
も
强
く
見
ら
れ
る■の
で
あ
る
。

.

.し
か
し
、

こ
i

E
つ
た
農
業
の
存
在
は
四
日
市
町
及
び
，潰
田
村
の
地
力 

都
市
と
し
て
位
置
を
豪̂

妨
げ
る
も
'の
で
は
な
い
:.
0
全

般

的

に

，
言

え

ば

.

こ

. 

の
^

^
都
市
は
先
ず
何
ょ
り
も
宿
場
で
あ
り
、
又
申
員
_

©

し
の
港
で
あ 

る
0
し
か
し
旣
に
こ
の
時
期
に
は
そ
の
，上
に
、
前

述

の

周

邊

農

村

の

經

濟

'

八
ニ 

(

五
四
六)

的
中
心
と
し
て
の
龙
位
が
加
わ
っ
て
い
る
。
綿
作
、
糸
操
り
、
織
布
の
過 

程
は
旣
に
見
て
來
た
如
く
こ
の
都
市
を
申
核
と
し
て
^

^

に
行
わ
れ
る
重 

要
な
獲
業
.で
あ
っ
た
？
又
菜
種
油
に
っ

i

て

も

麗

の
—

が
言
え
る
。
一
し 

.

.
か

し
'£
.の
樣
.な
若
午
の
：宇
.エ
業
生
產
‘ょ
り
も
、

こ
の
都
市
を
性
格
づ
け
て 

:

.い
る
，の
.ば
商
業
で
あ
ろ
う
。
そ
の
名
の
示
す
四
の
白
.の
市
は
、
卽

にr

久 

ぐ
.敷
打
終」

：
っ
'て
：居
り
、
旣

に

办

、
る# .
態
に
ょ
る
商
品
取
引
狀
廢
滅
し
て 

.
,
い
る
が
、'市
內
及
び
附
近
農
村
-

.

旅

行

者

を

馨

と

す

る

取

引

が

か

な

り 

發
達
，し
.て
い
た
。
莩
和
の
明
細
帳.は
四
日
市
町
.の

者

で「

江
戸
店
所
持
仕 

.候

渚」

ニ
入
を
擧
げ
て
い
る
。
卽
ち
一
人
は
紙
商
賣
、
質
雨
替
の
硌
を
持 

ち
、
，
他
の
一
：人
は
酒
醬
汕
商
賣
の
店
を
持
，っ
て
居
り
、
所
謂
伊
勢
商
人
の 

:

.一
翼
と
な
.っ
て
：い
る
。

.

'

■:

'
.
以
上
村
帳
を
通
じ
て
知
り
#
た
こ
の

■
ホ
の
ま
ボ
趴
^

は
極
め
て 

:

表
面
的
な
も
の
に
と̂

ま
，つ
た
。
周
邊
農
村
と
の
閼
係
の
ょ
り
具
體
的
な 

.

.

.樣
相
や
、
吏
に
は
こ.の
都
市
が
大
坂
、'江
！

2
J
1

に
位
置
す
る
と
言
う
事
か 

ら
受
：け
る
特
殊
の
意
味
、
卽
ち
商
品
の
流
れ
が
大
坂
を
經
由
.し
て
い
な
い 

,

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
う
豫
想
も
實
證
し
得
な
か
.っ
.た
。

た
だ
こ
の
湊 

,
か
ら
積
み
出
.さ
れ
る
年
貢
米
は
江
戶

 

<
.も
た
ら
さ
れ
.た
事
が
記
さ
れ
て
い 

-

る
。
又

、
地
方
都
市
に
：お
げ
る
商
業
の
性
格
も
知
り
得
な
か
っ
た
し
、
綿
葙 

.
生
.產
は
、.明
治
以
後
に
お
け
る
こ
の
附
近
の
民
間
に
ょ
る
エ
.場
エ
業
生
產 

の
.發
展
I

と
關
聯
す
る
事
が
豫
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
興
味
を
引
く
問
題
で 

.あ
る
が
是
も
右
.に
見
來
つ
た
.以
上
を
望
む
事
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

■

.

(

註)

：
た
と
え
讨
グ
明
治
十
五
年
の
川
島
紡
績
所
、
同
十
九
年
の
三
筮 

餅
績
株
式
會
社
'(

後
の
東
洋
紡
績
株
式
會
社)

の
成
立
が
あ
る
。

「

四

日
市
市
史J

四
四
九
頁
參
照
0
 

.

ご
の
機
な
限
界
は
す
べ
て
ホ
^

に
お
い
て
利
用
し
た
史
料
が
村
明
細
帳 

た

^

一
 

種
で
あ
る
と
言
ぅ
制
約
か
ら
來
るt

の
で
あ
る
。
加
ぅ
る
に、
0 

か
四
十
年
間
の
時
間
的
經
過
の
內
に
動
態
的
な
觀
察
を
な
す
事
も
又
無
理 

で
あ
つ
た
。
' た
^
從
來
の
硏
绝
で
は
殆
ん
.ど
見
忘
れ
ら
れ
て
い
た
ご
の
地 

方
の
¥
末
に
お
け
る
經
濟
狀
態
の.ー
端
を
知
り
得
た
に
と̂'
ま
り
、

よ
り 

突
込
ん
だ
硏
究
は
今
後
め
史
料
探
訪
と
そ
の
分
折
に
か
i

つ
て
い
る
の
で 

ち
る
。

-

.
:

.

.

農
地
改
苹
は
現
代
日
本
農
業
論
の
親
鍵
であ
る
.。
.あ
ら
ゆ
る
問
題
の
■分 

浙
は
こ
こ
を
起
點
と
し
て
出
⑩
す
る
。
そ
れ
故
日
沐
農
業
を
硏
究
對象
と 

す
る
者
は
誰
し
も
農
地
改
尊
の
評
價
に
對し
て
一
：つ
の
態
度
を
き
め
な
け
. 

れ
ば
な
ら
な
い
。パ
と
こ
ろ
で
そ
の
决
定
は
ノ
へ
‘

.
,
1
,
.
.
日
本
資
本
主
義'の
蓮
槌
な
い
し'擇

造

的

特

質

，に

對

す

る

.認

識

.
：
：

2

'.
.
難

ー

、0
八
六
九
、
〇
六
主
町
街'
:
m

l

 

1

:

0

、
H

f e

一
一
町
步

農
地
改
带
を
め
ぐ
る
諸
見
解
と

r

地
主
的
土
地
所
有

」

を
解
放
し
、
餅
地
總
面
橫
に
お
い
て
小
作
地
を
四
六
^

か
ら

 

一
ニ
^

に
激
減
せ
し
め
、
農
家
總
戶
數
の
う
ち
自
作
農
を
三
六
•
五
^

が
ら 

七o

多

に
ひ
き
上
げ
た
土

地

保

有

制

度

改

革

の
S

S

の
理
解 

.の
仕
方
如
何
に
か
か
づ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
'ニ
點
を
通
じ
て
農
地
改
革 

の
評
價
に
重
耍
九
役
割
を
果
す
も
の
が.

r

地
主
的
土
地
所
有」
の

認

識

で• 

あ
ら
う
。
改
革
の
終
了
に
と
も
な
つ
て
種
々
.の
見
解
が
公
け
に
せ
ら
れ
た 

が
、
改
革
後
も
農
業
に
本
け
る
生
產
關
係
を
規
定
す
る
半
封
建
制
は
殘
存 

す
る
、

と
い
う
立
場
の
代
表
者
の
 

ー
^
で
あ
る
井
上
晴
丸
氏
が
、

一
九
五 

三
年
末
從
來
の
見
解
を
一
步
前
進
せ
し
め
ら
れ
た
論
次
—1
農
地
改
革
と
地 

主
制
|

濃
業
問
題
.の
焦
點——

」

、「

改
革
に
よ
る
地
主
制
の‘再
編
成」 

.を
發
表
せ
ら
れ
允
の.を
機
に
、
改
め
て
農
地
改
革
.の

評

價

に

關

す

る

代

表

. 

的
な
見
解
を
考
察.1
、
，
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

',
'

■

'

.
ニ.
'

?
 

■ 

. 

. . 

,
 

. 

•

第
一
'
の
見
解
は
當
初
か
ら
白
本
資
本
主
義
の
基
柢
.に
半
封
建
制
を
.み
と 

め
な
い
大
內
カ
泜
に
よ
：つ
て
代
表
さ
れ
る
。
大
內
氏
に
よ
れ
ば
農
地
改
革 

.の
本
質
は
次
の
如
く
で
あ
る。
'

1
 

,
.
農
地
改
革
の
内
容
ば
自
作
農
創
設
と
小
作
關
係
の
調
製
と
の

一
1

本

、 

:

.

建
で
あ
る
が
、
政
府
の
主
調
は
前
者
に
あ
り
、
.從
來
の
自
作
農
創
設.

事
業〕

の
底
を
流
れ
る
小
農
保
護
政
策
の
一
層
の
展
開
に
ほ
か
な
ら
な

:-
■.
.
.

い
0
,

..
:

■

.
'
.
.

■

.

...
V,

. 

,

2
 

:
.

「

-0

本
に
お
.
け
る
過
小
農
を
つ
く
り
出
し
、
_雜
持
し
て
い
る
日
本 

V
.
,
資
本
主
義」

.
の
ー
同
じ
條
件
の
卞
に
行
.わ
れ
た
土
地
の
苒
分
配
に
す
ぎ

,

,

な
い
一
農
地
改
革
は
、

(

そ
れ
故
にr

農
業
經
營
め
零
細
性
を
い
さ
さ
か

八
！！1

(

五
四
七)

.
農

地

改

革

を

め

ぐ

る

.諸

見

解

と

'

.

-

,

〈

.「

地

主

的

土

地

所

有

」

-' 

.
平

野

.

.
細
 

'
子
.
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三
田
學
會
雜
誌
-:
:
:
第
四
十
セ
卷
.

第
其
號
今
^

.C
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i2) 

、
.
'•
;

.
 

...
 

’*'
•
.
'

も
解
消
し
な
か
.
っ
た
'

」

。そ
れ
は
：：

「

分
顏
農
的
土
地
所
有
が
、
..そ
の 

性
質
上
、：

露
の
社
會
的
生
産
力
の
發
展
や
、
' 

勞
働
の
社
會
的
諸
形 

.態
や
'
 

資
本
の
社
會
的
集
樹
や
、
大
規
ヘ
横
の
牧
畜
や
、
科

學

の

墨
.

■
的
應
用
や
こ
れ
ら
め
も
の
.を
排
除
す
る」

t

C

と
の
再
確
認
で
あ
る
。
 

y
「

也
主
は
.封
建
的
な
身
分
層
で
は
.な
く
、.
近
代
的
な
土
地
私
有
權
. 

各
で
あ
り
、
土
地
の
賃
貨
人
で
あ
りJ

「

自
作
農
も
獨
立
自
甶
な
る
人 

斯
で
土
地
の
双
^

で
あ
る
4

と
解
さ
れ
る
が
故
に
、
農
地
改
革 

で
は「

た
だ
農
家
の
大
部
分
が
自
作
な
い
し
自
小
作
に
^

1

、地
主
が
，
1 

ほ
と
ん
ど
存
在
ー
し
な
く
な
つ
た
と
ハ
ぅ
だ
け
の
こ
と」

で
あ
る
0

高
. 

率
現
物
小
作
料
の
固
定
金
納
化
と
い
ぅ
規
定
も
決
し
-T「

從
來
地
主 

に
よ
っ
て
吸
收
さ
れ
て
い
た
剩
餘
價
値
が
生
產
的
資
#

と
•し
て
農
業 

に
役
ぜ
ら
ル
、
農
業
の
擴
大
#

生
產
が
可
能
と
.
な
る
1
,
こ
と
に
は
な
.
. 

ら
な
い
。
け
だ
し！̂

,

小
作
姆
は
戰
带
中
よ
り
政
^
か
行
っ
て
來
た
實 

.
‘
W

的
切
り
下
げ
政
策
と
ィ
シ
フ
レ
I

グ
ョ
ゾ」

に
よ
つ
て
冗
來
そ
の 

實
質
負
擔
額
は
か
な
り
低
下
し
て
を
り
、
か
つ
そ
の
吏
拂
を
.免
除
さ 

れ
た
新
自
作
農
は
、
分
割
地
農
に
.お
け
る
農
產
物
價
格
決
定
の
メ
力 

.1!

ズ
ム
の
も
と
に
よ
り
多
く
の
無
償
勞
働
を
社
會
に
M'
m

す
る
_

こと 

を
餘
燐
な
く
せ
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
.(

大
內
氏
に
お
，
い
て
. 

.「

小
作
料」

は
差
額
地
代)

。

' 

:
、■-
.

す
な
わ
ち
過
/]
-
農
_

_
_

經
營
規
機
の
零
細
性
-̂
.
と
.い
ぅ
日
米
農
業

か.
特
質
は
依
然
と
し
て
變
化
せ
し
め
ら
れ
な
か
.

?

^

' 

:

.

戰
後
の「

日
本
の
資
本
は
戰
爭
に
よ
つ
て
消
磨
さ
れ
破
壞
さ
れ
で
. 

•ハ
る
か
ら
、

ェ' 
ム
ブ
ロ
イ
メ 

V

ト
は
今
後
と
う
ぶ
ん
の
あ
い
だ
、
戰

丨： 

，

.
八
四

(

五
西
八)

爭
中
は
も
と
J
り
戰
t r
r

比
し
で
さ
え
は
る
か
■
に
小
.さ
い
も
の
に
と 

ど
ま
る
で
あ
ら
ラ
。.
クC
し
て
急
連
に
市
場
の
擴
大
し
え
な
い
現
狀
で 

は
資
本
の
蓄
積
は
が
い
し
て
遲
鈍
乂
あ
り
、
し
，た
が
づ
て
相
對
的
過 

剩
人
ロ
は
今
礙
永
き
に
わ
た
0

て
增
大
す
る
と
も
滅
少
す
る
こ
と
は 

^ .

い
で
あ
ら
う
。」

も
'と
も
..と「

日

本

の

小

農

制

を

づ
-<
り

出

し

紙

持 

■
し
て
來
た
4 '
の
が
資
本
主
義
社
會
の
必
然
的
法
則
と
し
て
の
過
剩
人 

R -

で
あ
力
、…

…

ま
た
同
時
に『

半
封
建
的』

過
小
農
を
つ
く
り
だ 

し
か
つ
維
持
しV

き
た
も
の
が
封
建
的
な
い
し
は
半
封
建
的
土
地
所 

有
の
も
つ
M .
濟
外
观
制
や
あ
る
い
は
絕
對
主
羲
權
力
の
も
つ
强
カ
や 

.
に
よ
つ
て
實
現
さ
れ
る
封
建
地
代
そ
れ
自
體
で
は
な
く
て
、
齋
本
の 

_
再
生
產
の
條
件
.と
し
て
興
え
ら
れ
た
低
賃
銀
に
も
と
ず
く
農
家
の
低 

所
得
で
あ
り
、
高
率
地
代
は
逆
に
か
か
る
撾
小
農
の
.低
所
得
性
に
よ 

つ
て
.雜
持
さ
れ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
/

の
で
あ
る
か
ら
、
農
地 

改
革
は
日
本
農
業
に
お
け
る
生
產
關
係
、
過
小
農
を
過
小
農
と
し
て 

規
定
す
る
經
濟
的
諸
條
件
を
い
さ
さ
か
も
變
革
し
た
：こ
と
と
は
な
ら 

な
.い
。

「

農
地
改
革
の
も
た
ら
す
も
の
は
要
す
•る
に
リ
リ
パ
ッ
ト
的 

自
作
農
の
創
設
で
.あ
る
/

す

な

わ

ち

「

：

(

_

ら

生

み

だ

し

た

と

こ

ろ 

.
の
.

)

小

農

社

會

を

利

用

し

，
つ

: <

すことに

よ
つ
て
よ
う
や
く
自
己
の 

再
生
1

姐
を
維
持
し
え
た
ヾ
01

本
資
本
主
義
.の
下
に
お
い
て
と
ら 

,れ

る

政

府

の

斷

統

^

•

農

保

護

政

策

の

擴

張

——
「

封
建
的」

小
作 

關
係
を
消
減
さ
せ
、
土
地
を
再
分
配
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
小
農
を
沒 

落
か
ら
防
ぎ「

過
小
農
を
過
小
農
と
し
て
維
持
す
る
と
い
う
資
本
の 

利
益」
よ
り
.す

る

一

一

に

S

か
な
ら
な
い
。

Iと'

|

I

：1
|

!

議
^

^

^

靈
^

^

意

義

そ

こ

で
、
.
.
地
ま
,

土
地
^

ヰ
ハ
|

近
代
的
大
±

^

私
$

の
消 

減
に
よ
り
封
建
的
慣
行
習
慣
が
拂
拭
さ
れ
、
自
作
化
に
よ
り
高
額
小
作
料 

が
排
除
さ
れ
た
過
小
農
を
過
小
濃
と
し
て
雜
持
す
る
こ
.と

に

よ

つ

.
て

低

賃

.

.

銀
の
塞
盤
で
あ
る
低
い
農
產
漬
格
を
固
く
維
持
せ
し
め
V 

•土
地
と
い
う 

:

主
要
な
生
塵
手
段
を
與
え
る
I

た
と
え
そ
れ
が
小
農
經
營
の
下
に
お
け
.

' 

る
再
坐
庳
に
十
分
で
は
な
が
つ
た
と
し
て
も

_
_

_

こ
.と
に
よ
つ
て
自
ら
の 

許

に

ひ

，
き

つ

け

た

小

農

民

，と

.
い
う
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
を

「

プ
口
レ
タ
リ
ア 

丨
ト
に
對
す
る
前
磐
た
ら
七
め
る」

と
い
う
資
本
主
義
■の
危
機
打
開
の
た
, 

め
の
經
濟
的
及
び
政
治
的
な
ニ
重
の
意
味
に
お
い
て
，
農
地
改
革
は
意
_
 

づ
け
ら
れ
る
。
 

•

. 

- 

.

改
苹
前
に
.
お
い
て「

半
封
建
的
地
主
的
土
地
所
有」

を
認
め
ら
れ
な
い
.
.
. 

大
內
氏
に
お
い
て
は
、
當
面
の
土
地
改
革
と
し
て
の
農
地
改
苹
ば
農
產
物
.： 

■

價
路
形
成
の
面
か
ら
の
み
主
と
し
て
問
骤
に
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
ク
窮
極
'
 

的
に
は
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
か
ら
規
定
さ
れ
た
日
本
^
業
に
何 

ら
本
質
的
な
變
化
を
與
え
な
か
つ
た
こ
と
と
な
る
。

一
.

,

註
1

大
內
カ「

日
本
資
本
主
義
の
農
業
問
題」

改
訂
版
ニ
ニ
五
寅
。

註
2

同
.

前
揭
書■ 

二
八
四
頁
0
1
: 

,

. 

註3 '

w

. !
M
a
r
x
,

 

,
,
D
a
s
w
a
p
i
t
a
r
s

 

i
l
e
r

e>-
u
s

的 eg
e
"
b
.

 

V
.
.

 

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s
-
L
e
n
i
n
-
I
n
s
t
i
t
u
t
e

 

B
d
.

 

I
n
/
2
.
,

 

S
.

 

8
5
9
.

長

谷
部
文
雄
譯
靑
木
文
庫
第
十
三
分
册
.

1

八
七
頁
。

;

■

註
4

大
內
力
，
前

揭

書

「

一
七
セ
頁
。

驻1
C

同

-,
-
日
本
農
業
の
.
財
政
學」

ニ
5-

ニ

頁

.。
：

我
6
 :

同
'

「

日
本
資
本
主
義
の
農
業
問
題」

一一.
八
六
頁
。
'

農
他
改
革
を
め
ぐ
る
諸
見
解
と「

地
主
的
土
地
所
有」

'

誰
7

.
 

'
.同
：
.

"
.前
掲
書
.

.

ニ
四
四
頁
C 

:

'

註
8

ひ

同

.
前
揭
書
ニ
八
八
頁
。

' 

• 

•

，話
9

同

前

揭

書

：

ニ
一 

四
頁
。 

'

註
10
同

.

前

掲

書

一一
九
九
頁
。，

.'

註
11
'

同
.

前

掲

書

三
.
〇
〇
頁
。
，

.

註
12

同
.

「

日
本
農
業
の
財
政
學i

三
〇
三
頁
。

.

•
農
業
に
お
け
る
，半
封
建
的
な
生
產
關
係
を
日
本
資
本
主
義
の
變
？
沪

.、
 

質
と
規
定
せ
ず
、

「

日
本
齊
本
主
義
が
農
業
面
に
お
い
て
と
る
と
こ
ろ
の 

現
象
形
で
あ
る

」

と
な
す
の
が
大
內
氏
の

.
立
場
で
あ
る
。
氏
は
改
革
前 

の
日
本
農
業
の
特
質
を
1.

經
營
規
模
の
零
細
性
、
2.
小
作
農
が
多
い
こ 

と
、
小
作
關
係
が
近
代
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
ニ
點
と
し
て
い
ら
れ
る 

が
、
こ
の
過
小
農
の
存
在
、
封
建
的
に
見
砂
る
小
作
關
係
、
高
牵
物
納
小 

作
料
は
半
封
建
的
地
主
的
土
地
所
有
に
ょ
る
經
濟
外
强
制
に
.
で
は
な
く
、
. 

經
濟
的
强
制
に
ょ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち「

日
本
の
場
合
農
業
ブ 

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
發
展
が
畸
.型
的
に
微
弱
で
あ
り
、
小
農
な
い
し
過
小
農 

上
層
へ
向
っ
て
大
經
營
が
分
解
下
落
し
、
他
方
に
こ
れ
ら
の
小
農
、
過
小 

農
は
一
方
的
に
半
プ
ロ
化
し
て
行
くr

の
で
あ
る
が「

相
對
的
に
は
き
わ 

め
て
.
急
激
に
發
展
し
、
第
一
次
大
m

ご
ろ
に
は
®

目
主
■
■
階
に
ま
で
達 

し
た
が
、
そ
の
後
絕
對
的
規
模
は
き
わ
め
て
小
さ
い
日
本
資
本
主
義
の
後 

進
姓
と
、
常
初
か
ら
技
術
的
に
高
度
の
機
械
生
產
で
あ
り
、
か
っ
經
營
形 

態
か
ら
い
ぅ

と

㈱
^
#
社
と

い
ぅ
資
本
の
員
趴
ょ
り
_
申
を
主
と
し
た
形 

で
發
展
し
た
日
本
資
本
主
義
の
發
展
の
仕
方」

がT

勞
働
吸
收
力
を
量
的 

に
は
相
對
的
に
小
な
ら
し
め
、
質
的
に
は
畸
剧
と
な
1

た
た
め
、
農
村
の
'

‘

.

八
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五
西
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，三田學舍雜誌

■
第
四
十
七
卷
' 

第
五
號 

'

過
剩
人
口
は
吸
收
さ
れ
な
い
で
停
滞
的
過
剩
人
口
と
し
て
在
在
す
る」

。
と 

:こ
ろ
で
農
村
に
堆
積
ざ
れ
た
過
剩
A

ロ
は
ぐ
エ
.

ゾ
.
ブ
13
,
;ィ
ズ
.
ン
.

ト
の
^
,
ン 

の
故
に
生
產
手
段
を
は
.な
れ
.た
農
民
を
再
び
：土
地
に
し

が

み

っv

零
細
親
. 

:
.獏
.の
劣
農
と
さ
せ
>

あ
る
.い
は
潜
在
的
過
溯
人
ロ
と
し
て
低
賃
撕
基
盤
. 

.
を
形
成
す
る
が
、.
他
方
で
：は
小
農
間
の
.！T

争
を
激
化
せ
し
.め
>
.「

賃
銀
を 

も
っ
て
そ
の
苒
生
塵
の
限
界
と
す
る」

.
農
產
i

格
の
水
準
を
最
劣
等
地
. 

.
の
生
襲
格
以
下
ま
‘
で
極
端
に
ひ
き
下
げ
る
。
更
に
各
種
の
.
#
業
が
行
わ 

,れ
る
と
き
は
、
農
產
篇
格
は
も

.

つ
.
ど
％
不
利
な
條
件
の
下
で
耕
作
す
る
：
 

農
家
.の
勞
賃l

i
t
k

を
さ
え
馑
か
に
そ
の
一
，ぼ
殳
が
胄
ほ
さ
れ
る
に
と
ど

ま 

る
程
に
低
い
も
の
と
な
る
。.
こ
の
よ
ぅ
な
價
裕
關
係
の
下
に
お
い
て
は
、

. 

農
民
は
單
位
生
產
，物
の
®

格
と
生
產
總
量
の
增
大
に
よ
っ
て
力
ダ

T

.す 

る
以
外
に
な
く
、
こ
の
事
枕
農
民
の
過
勞
を
基
礎
と
し
っ
，っ
：い
よ
い
よ
集
- 

約
的
に
勞
働
を
役
下
す
る 
こ
：
 

と
を
必
至
と
し
、.
そ
の
'結
果
は
差
額
地
代
部 

分
、
‘と
く
に
第
一
一
形
態
の
'
そ
れ
を
大
と
す
る
。
多
か
れ
少
か
.れ
自
然
經
濟 

を
の
こ
す
員
^
'
に
と
っ
て
こ
の
よ
ぅ
な
高
率
地
代
は
貨
幣
形
隞
で
は
負
擔 

し
え
ず
、
篇
化

す

る

。

(

す
な
わ
ち
高
串
現
物
小
作
料
は
經
濟
的
強
制
. 

‘の
結
果
で
あ
る)

。I.

方
に
.農
產
物
の
獲
格
、
他
方
に
i

か
ら
賃
金
に 

ま
で
喰
い
こ
む
高
率
地
代
が
あ
る
か
ら
、

' 

日
本
の
過
小
農
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア 

的
經
營
に
發
展
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

(

資
本
を
落
橫
し
擴
大
再
'
生
庳
5|
:
- 

行
い
、.
資
本
家
的
經
營
を
展
望
す
る
の
を
妨
げ
て
.
い
る
耍
因
は
、
土
地
所
'

.

有
に
基
：ず
く
權
力
、
.
農
業
に
ぉ
け
る
半
封
建
的
生
產
關
係
に
よ
る
剩
餘
勞
へ 

働
の
收
奪
で
は
な
く
、
日
本
資
本
主
義
の
—1

構
造
的
特
質」

，で
：あ
'る
後
進 

性
.
か
ら
來
る
諸
條
件
、.
過
剰
人
卩
の
存
在
で
.
あ
る
}
。

•

...

,

,
 

八

六

(

芄
五
0)

:

「

げ
っ
し
て
農
業
を.社
會
供
生
產
の
全
機
搆
か
ら
切
斷
し
.て
そ
れ
だ
け
、
 

_

し
て
は
い
け
な
い(

ヵ
ゥ
ッ
キ
ー)」

、
と
、；土

I
I

さ
れ
る
大
内
氏
の「

日
. 

.
本
資
本
主
義
の
農
業
問
題.に
關
す
る
基
本
理
論

j

 

k

以

上

の

.如

き

も

の

で
 

あ
る
。
明
治
六
年
の
：地
租
改
正
に
伴
う
か
.の
諸
法
令
に
よ
り
、
更
に
十
年 

代
の
ィ
ン
プ
レ
ー
シ.
ョ
ン
に
よ
る
地
租
改
芷
に
よ
っ
て
分
^
^
的
土
地
所

有_
_
—

自
由
な
る
農
民
的
土
地
所
有
^-
-
が
日
本
に
.お
.い
.て
確
立
し
た
と

さ
れ
る
氏
の
立
論
の
中
か
ら
は
、

「

地
主
的
土
地
所
有」

が
抹
殺
さ
れ
て 

い
，る
の
で
あ
る
。

■_ 

■ 

,

.
 

'

註
大
內
カ

「

農業問題

J
、T

日
本
資
本
主
.義
と
農
業
問
題」

に
よ
る
。
 

問

題

黙
.
,

大
阡
氏
の
理
論
の
中
に
は「

地
主
的
土
地
所
有」

——

半
封
建
的
生
產
，
 

關
係
，の
基
礎
と
し
て
の
|

が
缺
如
し
て
い
<
る
。
大
內
氏
に
よ
れ
ば
、
地 

主
、
小
作
關
係
は
軍
な
る
賃
資
借
と
.い
う
砂
代
的
契
約
關
係
に
す
，ぎ
ず
、
 

'
地
主
は
生
產
手
段
の
所
有
者
と
い
う
場
に
お
い
て
資
本
家
の
味
，方
で
あ
る 

に
す
ぎ
な
い
。
I

こ
で
貸
1

の
分
割
は
地
主
制=

「

土
地
所
有
に
基
く 

權
カ
支
配」

の
形
態
變
化
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、小
作
地
の
激
減=

高 

t

小
作
料
の
消
滅
.と
い
う
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
高f

小 

作
料
は
半
封
建
的
，土
地
所
有
の
經
濟
的
實
現
形
態
と
し
て
の
半
封
建
的
地 

代
で
は
な

く

、

分
割
地
的
土
地
所
有
の
も

'

と
に
支
拂
わ
れ
る
名
目
地
代
で 

.

あ
る
か
ら
、.
す
で
に
の
：、

<：

た
よ
う
に
自
作
農
創
設
に
よ
る
小
作
料
の
排
除 

は
小
農
民
に
對
し
て
ま
す
ま
す
競
爭
に
よ
る
？辰
產
®

?

^

下
げ
の
條
件 

.

を
提
供
す
る
，。
そ
こ
で
農
地
改
革
は
農
村
に
お
け
る「

半
封
建
的
慣
？
、
 

習
慣」
の
拂
拭
を
側
面
に
も
ち
つ
つ
、
日
本
罾
ホ
主
義
の
危
機
を
柯
開
寸

る
た
め「

生
產
手
段
の
所
有
者
と
し
て
味
方
で
あ
る
地
主
の
利
益
を
大
幅
ノ 
■ 

礼
き
り
す
て
る
と
い
う
は
な
れ
わ
ざ
を
あ
え
て
行
い」

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I

I
 

•
於
へ
ゲ
モ
ニ
ー
を
と
つ
た
小
農
雜
持
策(

ょ
：P

お
し
す
す
め
ら
れ
た
■
低
米
.
- 

僙
政
策
と
勞
農
統1

戰
線
の
殳
胄
罾)

と

員
^
さ
れ
る
こ

.

と
と
.な
る
。畠
ホ 

.的
生
產
關
係
は
變
ら
な
い
。
ご
と
.で
.は
資
本
の
立
場
.か
ら
の
.
み
言
及
さ
れ
.
. 

る
。

.
- 

• 

'

•

.

.

.

;

I

日
本
に
お
け
る
改
革
前
の
農
民
的
出
地
所
有
は
封
建
制
度
の
解
體
：

.

.

.

.期
に
あ
ら
わ
れ
る「

分
麗
的
土
地
所
有」

で
あ
ら
う
か
'0

小
作
濃 

.

は
分
觀
農
民
の
還
で
あ
り
、地
主
ばr

近
代
的
.な
土
地
所
有
權
者
， 

と
し
'て
自
作
農
と
同1

以
身
分」

.で
あ
ら
う
か
。；

:

I

、
改
革
前
の
高
率
現
物
小
作
料
は
近
代
的
土
地
所
有
に
碁
ぐ
差
額 

' 

.

.
_地
代
で
^

ら
う
か
。
，小
農
|
營
の
下
に
お
け
る
地
代
は
資
本
制
地
代 

•(

平
均
利
潤
以
上
の
超
過
分)

で
あ
り
え
な
い
以
上
|

土

地
,«
資

本 

.

の
下
に
從
屬
せ
ら
れ
.
て
：い
な
V

I

、
犬
內
氏
の
一
い
わ
れ
る
地
化
ゆ 

{■
分
類
農
民
の
支
狒
う
名
百
地
代
.

」

.

で
あ
^.

う
が
、，.名
目
地
ぬ
が
':

.
H

ムV

ロ
ィ
ダ
シ
ト
：の
.狹
小
を
前
提
と
し
た
競
歌
の
下
：に
あ
つ
て
_

'.

.' 

:

餘
|

^

の
凡
‘て
の
み
な
ら
ず
必
要
勞
働
部
分
ま
で
^'
い
こ
む
と
考
え 

'

•.

ち
れ
：る
か
ど
う
が 
0
ノ

.

.,

.

,

:
 

:

,'
■■

一,：
、

'

:

.

s

v
 

•

I

寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
農
民
へ
：の
分
割
、
’高
率
現
物
小
作
料
の 

.

■
排
除
は
農
業
.に
お
け
る
苒
生
產
P

造
.に
影
響
を
興
え
な
い
、

だ
：：

ら
う

，

，'
 

か
。(

資
本
生
義
の
.檣
造
的
特
質
は
そ
の
形
成
時
に
決
定
さ
れ
る
と
す 

-

れ
ば
、
日
木
煨
業
に
お
い
て
小
資
本
の
成
立
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ 

と
、
そ
れ
が
.「

剰
餘
勞
働
の
二
般
：的
形
態i

.

と
し
て
經
濟
外
强
制
に

農
地
改
革
を
め
ぐ
る
諸
見
解
と「

地
主
的
土
地
所
有」

，

よ

.

つ.
て
く
み
と
ら
れ
る
高
率
現
物
小
作
料
：=
封
建
地
代
0

存
在
に
よ 

.

つ
て
で
ぁ
る
こ
と
こ
そ
日
本
農
業
の
日
本
資
本
主
義
の
檣
造
的
特
質 

を
規
定
す
る
點
で
は
な
か
ろ
う
か
0
そ
れ
故
姻
占
資
本
主
義
段
階
に 

和
け
る
收
奪
に
よ
P

、
結
果
上
し
て
は
小
農
民
經
營一

被
.に
は
剩
餘 

.

.

勞
働
ダ
殘
さ
れ
な
い
に
し
ろ
、
高
率
現
物
小
作
料
の
.排
除
は
階
級
分 

::
-

■

を
促
進
し
、
職

階

制

.^
員
に
よ
り
上
向
分
解
も
又
展
望
さ
れ
う
る 

"

.

め
で
は
な
い
.で
.
あ
ろ
う
が)

。過
小
農
ば
同
じ
過
小
農
で
あ
ろ
ゾ
か
。
 

W

改
菜
後
に
殘
存
す
る
山
を
通
じ
、
水
利
を
通
じ
た
地
主
.の
權
カ
支 

. 

' 

.
配
、
ヤ
ミ
鱗
小
作
'料
の
復
活
、
經
濟
外
强
制
に
よ
る
農
頭
の
低
賃 

:

•.
銀
^'
ど

は

ど

う

理

澥

す

べ

き

で

あ

ら

う

か

。

、

•

.

三

 

.

、

：： 

. 

第
一
一
の
見
解
は
農
地
改
革•办

f

日
本
資
本
主
義
の
基
抵
丨
半
封
建
的
土 

地
所
有
=
.半

的

零

細

農

耕
I

の
構
成
を
そ
の
根
源1
か
い
て

再
^

し 

日
本
農
業
.を

, ^
:

裕
的
農
業
へ
解
放
す
る
道
を
拓
く
も
の
：

」

と
す
る
立
場
で' 

あ
り
、
山
田
盛
太
郞
氏
、.栗
原
西
壽
氏
に
代
表
さ
れ
る
。
山
田
盛
太
郞
氏 

は
日
本
資
本
主
義
の
捧
造
的
特
質
の
基
礎
を
農
業
に
お
け
る
半
封
建
的
生 

產
關
係
に
求
め
ら
れ
、
小
作
農
を
五
，
五
^

に
激
減
せ
し
め
、
高
率
琪
物 

小
作
料
を
固
定
低
額
金
納
と
，な
し
た
農
地
改
苹
は

「
〔

奮
構
成
の
基
柢
と
し. 

て
の
弗
厨
建
的
土
地
所
有
：

=

华
隸
農
的
零
細
農
耕

」

を
揚
槳
し
た
が
故
に 

革
命
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
—1

軍
事
的
半
’封
建
的
日
本
廣
本
主 

義
は
敗
戰
と
共
に'崩
壊
成̂

農
地
改
革
は
日
本
經
濟
を
土
地
所
有
=
農
業 

經
營
の
基
礎
の.上
.に
お
い
た
。，
剩
餘
勞{ 1
の
支
配
的
形
態
で
あ
づ
た
高
窀 

現
物
小
作
料
は
消
滅
し
、
'
農
業
部
内
に
お
.け
る
擴
大
再
生
塵
の
道
は
拓
け

八

七
£

五

ー)
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一
.
.
.
.
.
.

：
-
.
.
广
,

-.......

,

i

田
擧
會
雜
■

ベ
第
：四
十
'
屯
卷
ン
第
五
：號

完

た
.
。'

「

農
業
革
命q

端
緒
で
あ
るJ

。
：「

農

業

靈

の

_

化

は

全

過

程

の

變
 

化
を
導
く 
で
あ
^

5F
J

。

■

?

/

.

,

,

農
業
に
お
け
る
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
に
.，よ
る
半
封
建
的
生
產
關
係
の 

揚
棄
、.
.
±

地
に
甚
づ
く
權
カ
支
配
の
消
滅
..に
よ
り
、
日
本
の
經
濟
機
1 #
^

 

基
本
的
規
婼
者
队
從
來
地
主
制
と
抱
高
係
に
あ
.

つ
，た
資
本
と
な
る
。

"

(

こ
と
で
は
專
ら
地
主
的
土
地
所
有
'
の
揚
棄
が
問
題
と
せ
ら
：れ
、て
い
て
、
. 

獨
占
资
本
の
農
地
改
革
に
お
け
る
位
置
が
明
確
：に
さ
ル
て
い
^
い
小
池
基 

之
敎
授
の
批
判
。
大
內
氏
と
對
比
的
で
あ
.
る)

。

.

註
1
.
,
:
:山
田
盛
太
郞
.

「

農
地
改
革
の
糜
史
的
意
義
.r 

r

東
京
大
i

濟
’ 

:

學
部
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集a
¥

1

集一

ノ
三
九
直
。〉

:
.
: 

へ
註
2

2

同
：

.

前
掲
書
：

「

八
ー
一
貢
。

.

.

.

へ
：

'

:

.

•

驻
3

同

；

.

'

前
揭
書
二
三
：九
頁
。

.

-

1

1

4
 

所

:

.

.

:

前
揭
書
-
-:

一,
八
三
.頁
0

'

:

:
「

.
)■
,
,
.
: 

独
5

こ
.こ
に
お
い
て
#

.

一
 

の' 
立
場
I

一
 

年
南
に
立
つ
こ
と
と
な
る
 

栗原氏によれば

「

農
地
改革
はは
地ま

g

i

^

g
有
を
溫 

存
さ
.せ
る
た
て
：ま
え
を
'と
り
：な
が
ら
、.
そ

.の

實

質

に

求

い
.
て
は
農
地
賈
收 

價
格
.と
小
作
料
■を
極
度
に
ひ
き
下
げ
：る
と
共
に
、.
地
主
自
作
.を
禁
止
し
、
 

地
主
を
名
目
的
に
矮
小
な
保
有
地
.に
か
.
じ
り
つ
か
せ
.る
こ
七
に
よ
つ
て
、

' 

金
く
經
濟
的
に
無
力
化
し
、
轉
落
さ
せ
た
旧
農
地
改
革
ば
，日
本
資
本
主• 

義
の
危
機
の
ー
環
と
し
ズ
の
農
業
危
機
に
對
す
.る
對
_

策
と
し
て
.
の

「

國 

,
家
獨
占
資
本
主
義
的
農
業
政
策
體
系
の
.基
礎
の
創
出
?

^

あ
つ
て
、
曇

' 

的
に
は
地
主
的
土
地
所
有
'の
消
滅
と
.
自
作
農
創
設
に
約
言
さ
れ
る
。
す
な 

わ
ち
地
主
的
土
地
所
有
の
農
民
的
土
地
所
有
へ
の
組
替
え
で
あ
る
が
、

八

八

(

五
M

5

國

家

權

力

：
に

よ

る

，勞

雛

カ

<D
'

慎

値

の

引

下

げ(

低
米
價
丨
低
賃
金)

、
價 

値
法
則
の
强
權§

1
.

更
：(

n

獨
占
資
本
の
危
機
へ' :

の
對
應
策)

に
よ
り
、 

從
來
高
額
小
作
料
也
よ
っ
：て
阻
止
さ
れ
て
い
た
農
業
經
營
擴
大
：は
低
米
價 

_

、

シ
エ
ー
レ
に
よ
り
同
じ
く
は^
ま
九
剩
餘
勞
働
は
農
民
の
手
*許
に 

蓄
積
.さ
れ
ず
資
本
は
缺
乏
し
、
農
業
生
產
カ
は
停
滞
す
る
と
結
論
さ
れ
る
。

■
:
第1

の
大
內
氏
に
お
い
て
は
近
代
的
契
約
關
係
に
よ
る
大
土
地
所
有
が
1 

小
農
民
に
分
割
さ
れ
基
本
的
生
產
關
係
に
做
ら
の
變
更
も
加
え
ら
れ
な
い 

と
考
免
ら
れ
た
農
地
改
革
，が
、
こ
こ
で
は
半
封
建
的
生
產
關
係
の
基
盤
と 

;u

て
.
の
■

「「

地
主
的
土
地
所
有」

の
再
分
配
に
よ
'り
她
主
制
を
消
滅
さ
せ
、
 

.
日
本
農
業
に
お
い
て
：「

自
由
な
農
泯
的
土
地
所
有
丨
分
戴
的
土
地
所
有 

.
丨
に
基
づ
く
小
經
營」

：を
支
配
的
と
し
：た
。，し
か
し
そ
の
結
果
は
兩
者
と 

、も
、:.
'

メ
カ
•-

ズ
ム
：は
異
る
が
、.(

前
者
は
農
鹿
物
價
格
を
め
ぐ
る
競
爭
K

よ 

P

て
、後
者
は
國
家
權
力
..に
よ
る
獨
占
資
本
の
收
奪
‘に
よ
ら
.
て)

資
本
の
下 

-r

お
.け
る
小
農
經
營
の
'^

細
牲
、T

資
本
の
缺
は
變
化
し
な
い
と
い
ぅ 

點
で
ー
致
を
み
る
。
.
第
ニ
の
見
解
に
お
ハ
て
、
山
林
や
ー
町
步
の
保
有
能
：
 

も
も
は
や
地
主
制
の
.支
柱
と
は
な
ら
ず
、

J i

主
的
土
地
所
有」

.
が
そ
の 

本
來
の
意
義
^

失
.
つ.
た
と
.
す
る
こ
と
か

ら

、

改
舉
後
の
農
榮
問
題
を
資
本 

と
小
農
經
營
に
.還
ー
兀
す
る
_

が
特
徽
的
で
あ
る
。

「

農
地
改
革
に
基
い
て 

は
じ
め
て
日
»

辰
樂
は
直
接
的
に
全
面
的
に
國
家
獨
占
資
本
に
把
握
さ
れ 

る
に
到
っ
た」

。’
地
主
制
は
も
は
や
獨
占
資
本
の
收
奪
.

の
た
め
のH

1

ジ 

エ
ゾ
ト
の
役
割
を
泉
す
に
す
ぎ
な
い
。
こ

-
の

0 '
は

「

戰
前
は
農
民
層
の
地 

主
の
半
封
建
的
收
奪
に
對
す
る
.對
立
と
い
ぅ
形
が
第
一
義
的
で
あ
っ
た 

が
、
戰
後
に
お
い
て
は
f

 
|
と
費
農
の
i

的
發
展
は
一
一
®

に
押
え
ら

れ
、
獨
古
資
本
と
の
關
係
が
第
一
義
的
に
な
づ
'た
。
つ
ま
り
.、
：地
主
的
土
. 

地
所
貧
と
資
本
と
を
ま
っ
た
く
切
離
し
て
.考
え
、
地
主
を
媒
介
と
し
て
す

い
上
げ
て
く
.る
剩
餘
,

値
の
資
本
化
を
、1
農
地
改
革
で
地
主
を
排
除
し
.て 

直
接
的
に
收
_

す
る
.ょ
ぅ
西
編
成
し
た」

'
と
い
.ぅ
考
え
方
で
.fc
-

る
。

驻
1

栗
原
；白
壽
.「

现
代
日
本
農
業
論」

五
三
頁
。
：

.

註
2

同

：

前

掲

書

' 

-

ニ
六
頁
。

.

独
3

-.
'

同

ぐ

前

揭

書

，
 

_三
九
^

。
.

註
4

同

. 

'
前
揭
書 

四
六
頁
？

.

..

註
5

同

.

前
揭
篑
• 

■1

一
セ
^
。

註
6

同

.前
揭
篑 

•

.

八
九
貢
。

註
.
7

小
池
莶
之「

地
主
制
.の
諸
問
題」

C
T

日
本
農
業
の
全
貌」

、
硏
究 

資
料
第
七
輯)

一
四
.
頁
。：

問
題
黙

*

,

日
本
資
本
主
義
が
本
來
的
に「

寄
生
地
主
的
土
地
所
有」

-

-
零
'

細
農
耕
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
.
敗
戰
に
よ
る
占
領
軍
の
.壓
. 

力
を
背
景
と
し
た
土
地
改
革
に
よ
つ
て
根
源
的
に
變
化
し
ぅ
る
で
あ 

ら
ぅ
か
。
こ
吖
理
解
は
農
業
危
機
の
理
解
の
仕
方
と
關
聯
を
も
っ
て 

い
る
。
こ
'
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
農
地
改
革
と
共
に
農
業
危
機
は
資
本
. 

主
義
の1

般
的
危
機
そ
の
.も
の
べ
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
_
な
.
る
。
す
な 

わ
ち「

H

占
1

.

と
地
主
的
土
地
所
有
と
.
の
癒
着
對
立
め
{1

係
が
見 

落
さ
れ
、
.
改
革
後
に
お
げ
る
地
主
の
獨
自
性•

そ
の
物
麗
的
基
礎
が 

_

め
.
ら
れ
て
い
な
い」

の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
：
：

「

こ
の
.見
解
の
底
に
あ
^

も
.
の
は
，「

高
串
現
物
小
作
料=

地
主
制

と
す
る
考
兔
方
^

对
麸
る
。.
地
主
制
は
土
地
所
有
に
基
づ
く
權
カ
支 

.

.

配
で
あ
りr

地
主
的
土
地
所
有」

は
そ
の
物
質
的
基
礎
で
.あ
る
队
、
 

「

地
主
的
土
地
所
有」

が
量
的
に
㈣

吧
せ
ら
れ
、
そ
の
經
濟
的
實
現 

.

形
態
で
あ
る
高
率
現
物
小
作
料
が
低
額
分
納
化
し
た
か
ら
と

い

つ
 

て
、'
.「

地
主
的
土
地
所
有」

は
揚
棄
さ
れ
、
地
主
制
は
形
骸
化
し
、
 

消
滅
し
た
.と
い
ラ
こ
と
がs

來
る
で
あ
ら
う
か
。
未
解
放
に
終
つ
た 

.
山
林
を
物
質
的
基
盤
と
し
て
、
改
革
後
も
權
カ
機
構
の
一
要
素
と
し 

.

て
相
對
的
獨
自
性
を
有
ず
る
她
主
制
が「

矮
小
化
さ
れ
た」

保
有
地 

町
步
を「

地
主
的
土
地
所
有」

た
ら
し
め
、
量
的
に
は
七
〇
％
を 

.

し
め
る
自
作
地
が「

自
ff
l

な
農
民
的
土
地
所
有
T

所
有
權
と
耕
作
- 

.

權
の
確
ヰ)

」

た
る
の
を
妨
げ
て
は
い
な
い
で
知
ら
う
か
。

.

I

獨
占
資
本
は
果
し
て
無
媒
介
的
に
稅
.金
と
シ
エ
ー
レ
と
㈣

い
農
產 

■:
•

1

格
を
逋
じ
'
て
小
農
經
營
を
摑
む
め
で
あ
ら
う(

か
。

註
1

.

.「

半
財
瘙
的
土
地
所
有
を
闬
畑
に
お
け
る
高
率
現
物
小
作
料
に 

局
限
す
る
の
は
誤
り
で
あ
P

ま
す
。j

小
池
基
之「

地
主
制
の
諸
問 

•

題」

前

掲

書

一

八

写
■

.

'
註
2

小
池
基
之「

農
地
改
革
と
農
業
の
近
.代
化」

c「

農
業
近
代
化
の 

•

へ
理
論」

；

n

五
七
頁
參
照
。

.

.

.

.

.

'
四
. 

'
'' 

,

第
三
の
覓
解
，は

「

日
本
資
本
主
義
の
霞
溝
特
質
の
基
抵」

の
認
識
に 

■ぉ
い
.て
.

■

一
の
見
解
と
同
、一.
面
に
立
ち
.
つ
つ
、
農
地
改
革
に
ょ
つ
.て
も
農 

業
に
：お
け
る
基
本
的
生
產
關
係
は
變
化
せ
ず
、
從
つ
て
改
苯
後
も「

地
主 

的
土
地
所
有」

は
殘
存
す
る
、
す
な
わ
ち
今
次
の
解
放
は「

農
村
の
舊
勢

燠
地
改
茁
を
め
ぐ
る
諸
見
解
と「

地
主
的
土
地
所
有」

八

九

(

五
五
3
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學
會
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第
四
.十
七
卷
：第
五
.號
：
:;
':
,

.

.

:: 

ノ
:

ン-
-

- 

^

:
力
が
農
榮
の
近
代
化
に
自
ら
.を
適
應
せ
し
め
て
行
く」

と
と
を
し
，か
可
能

..と
し
な
い
.

「

土
か
ら
の
改
£

^

あ
り
.、：

半
封
建
；̂
諸
關
係
は
徹
底
的
に 

排
除
さ
れ
ず
、
獨
占
資
本
の
危
機
に
對
す
る
對
應
，に
基
い
て
變
貌
せ
し
め 

ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
> 

そ
の
㈣

り
に
お
い
，て
1

改
革
は
な 

ん
ら
苯
命
的
役
割
を
果
さ
な
か
ヴ
た
■と
な
す
も
.の
で
あ
る
。
.小
池
基
之
敎 

授
、
弁
上
晴
丸
氏
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
。

' 

:

■■
,

:

' r

農
業
生
產
の
'『

0

拍
な』
.
發
展
に
對
す
る
障
害
を
な
す
も
の
が『

地 

主
的
土
地
所
有』

に
存
す
る
限
り
、
土
地
改
革
の
方
向
は
、
經
濟
的
に
は 

高
率
小
作
料
に
、.
ま
た
そ
こ
，に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
る
.

『

地
主
的
土
地
所 

有』

自
ii

に
ま
づ
む
け
ら
^

^

け
れ
ば
な
ら
な
い」

？
な
ん
と
な
れ
ば
、
 

r

自
作
農
層
と
い
え
ど
も
、，
高
率
小
作
料
の
支
配
.の
も
と
に
お
い
て
は
、 

因
田
な
發
展
性
を
も
っ
濃
民
的
所
有
港
と
し
て
で
は
な
く
、
っ
ね
に
半
與 

建
的
な
地
主
層
と
小
作
農
麗
と
の
^
觸
に
お
い
て
:#

成
さ
れ
る
限
り
、
そ 

の
例
外
を
な
す
も
の
•
で
は
な
い」

.
か
ら
で
あ
る
。
■「

農
地
改
革
め
歴
史
的 

課
題
は
、.
農
村
民
主
化
の
た
め
の
、
ま
た
農
業
生
產
カの

：！
層
の
發
展
の 

た
め
の
、
地

の

耕

作

農

民

へ

の

解

放

、
，地
主
的
土
地
所
有
の
排 

除
に
あ
る」

。Q

ここ
に
，「

制
度
と
し
て
の
封
建
.
制
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
' 

農
家
に
殘
存
す
る
思
想
•

感
情
乃
.
至
慣
行
に
現
わ
れ
る
封
.
建
淛」

(

宇
野
私 

•
藏

氏「

我
が
國
農
村
の
封
建
制」

闩
改
皆」

一 .
1

七
の
五
、
.

一

鸣
.8

'
と
し 

て
、
日
本
農
業
に
>

け
る
封
遮
制
を
思
想
慣
行
そ
.
し
て
.零
細
農
耕
と
い
ぅ 

生
產
方
法
の
後
進
性
.に
'求
め
ら
れ
る
見
解(

大
內
カ
氏
，に
よ
れ
ば
，「

封
雖 

逝
制」

ニ
：一

頁)

に
對
レ
、

T

地
主
的
土
地
脱
有」

に
.
封
建
制
の
物
.質
的 

.

基
盤
を
見
出
し
、
高
率
現
物
小
作
料
に
そ
の
勰
濟
的
實
現
を
も
っ
.と
こ
：る

九
0

.

.(

五
五
四)

.

の
こ
れ
に
基
づ
く
半
封
建
的
生
產
關
係
が
農
業
生
產
カ
の
髮
展
を
阻
害
し

:

て
ぃ
る
と
考
え
る

第
一
一、
.

第
三
の
見
解
の
相
違
が
存
在
す
る
0)

.
■■
■
:

し
か
し
な
が
らT

『

地
主
的
土
地
所
有』

が
そ
れ
を
維
持
す
る
獨
占
資
本

の
も
と
に
お
.
い
て
、
體
制
と
し
1
て
と
ら
え
ら
れ
た
.場
合」

、「

獨
占
資
本
は

低
賃
麒
勞
働
力
の
給
源
と
し
て
、
ま
た
掘
占
利
潤
實
現
の
た
め
に
地
主
的

土
地
所
有
の
支
配
を
支
持
し」

、「

こ
の
二
重
の
支
配
は
相
互
に
さ
さ
え
あ

う
も
£

で
あ
る
か
ら
、
.「

i

主
的
土
地
所
有』

.
排
除
の
過
程
は
' 

地

主
勢
カ
を
抱
合
し
1

獨
占
資
本
を
主
導
と
す
る
資
本
の
.農
杪
支
配
の
基
盤

.
を
否
定
す
る
こ
と(

_
f

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
日
^
;
本
主
義
の
構
造
的
特

質
の
矛
盾
の
上
に
立
ち
、
農
業
危
機——

r

土
地
所
有
と
獨
占
資
本
と
の
.

ニ
重
.の
壓
力
の
も
と
に
そ
の
發
達
を
阻
止
さ
れ
ゆ
が
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な

が
つ
た
農
業
生
產
力
が
ま
た
こ
の
i

う
な
^
力
の
も
と
に
そ
の
破
壊
か
ら 

,

C
S
6
)

の
囘
復
を
さ
ま
た
げ
ち
れ
て
い
る」

と
，い
う
-
-
：'#
!

開
の
た
め
の
、
そ
し

て
、
民
主
化
政
策
の
名
の
下
に
あ
る
外
國
獨
占
資
本
の
壓
カ
を
背
景
と
し 

て
行
わ
れ
た
農
地
改
革
は
現
實
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

.

ゝ：

註
1

.小
池
敎
授
—.

農
業
近
代
化
の
理
論」

1

五
三
頁
。

.

註

.2
同 

前

揭

蒈

，

一
八
ま
。

，..註
3

同
' 

.前
掲
書 

四
頁
。

’

註
4
 

.同

.

.
、.
.
.前

掲

瞥

.

'

.

.

四
六
員
。

註
6

同

.
前
揭
書
，

-.

四
七
貢
。

.
■

，
同
'

「

地
主
制
の
諸
問
題」

,

.十
四
頁
。

- 

f

 .
同

T

農
業
近
代
，化
，の
理
論」

•

一 

.

五
八
頁
。
,

日
本
に
お
い
て
半
封
建
的「

地
主
的
土
地
所
有J

が

「

資
本
お
よ
び
勞

働
の
投
下
に
對
障
害

」

.
と
な
り
、V
,「

地
代
の
制
限
が
利
潤
の
成
立
を 

根
本
的
に
阻
み
^

-1
:
-
1小
經
營
のf

獨
立
的
.

』

小商
！：§

生

產

考

へ

の

轉

化

を
 

さ
ま
た
け
て
い
た」

と
す
れ
ば
，
.農
地
改
革
に
.
J；
-

る

地

主

所

有

地

の

分
 

割
、
高t

現
物
小
作
料
の
低
額
分
納
化
は
そ
れ
_
體
進
步
的
な
意
義
を
持 

つ
こ
と
は
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一「

自
m

な
る」

農
民
的
土
地 

所
有
こ
そ
、.
.
'農
榮
に
お
け
る
資
本
主
義
の
發
展
の
前
提
で
あ
り
經
過
點
で■ 

あ
る
か
ら
で
あ
石
0

.ぐ 

' 

•
■

■ 

.

.

.

.

し
か
し
な
が
ち
、

「

^

^

'
の
員
㈣

ぼ
胄
に
お
け
る
最
大
の
ぬ
け
穴
は
何 

と'
い
つ
て
も
W

称
個
放
が
行
わ
れ
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
り
、
山
特
地
主
は 

(

全
.農
.
家
戶
數
か
ら
：い
っ
，て
'
も
瑰
在
な
お
四
五
‘

八
^

を
し
め
る)

山
林
：
 

の
地
主
的
观
有
の
戰
で
は
無
傷
で
す
ま
せ
た」

。へ3
^

に
.
そ
.れ
は
近
時
の 

「

改
芷
議
法
な
ど
で
：か
ぇ
マ
.て
踽
化
さ
れ
た
1

こ
の
S

林
，
原
野
、
 

I

地
の
半
封
建
的
地
主
的
土
地
所
有」

は
、
、「

地
主
的
山
秫
の
一 

形
態
と
し
て
.
の
國
家
的
林
野
所
有
に
ょ
つ
て
裏
时
さ
れ
て
い
る
/
"
そ
し 

て

.

「

山
村
の
地
主
的
土
地
所
有
は
耕
祂
の
零
細
化
と
土
地
不
足
を
作
り
出 

し
、

(

山
利
用
を
"
通
じ
て
小
經
營
.と
對
.
立しど貸付の

.
殘
存
と：

相
ま
. 

っ
て
平
場
の
地
主
的
支
配
の
裏
打
を
な
'
す」

&1

の
で
あ
る
。

.

.

.
觅
に
ー
.
町
涉
限
度
1 0
« ^

有

貸

猛

は

.「

階
級
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
地 

主
的
支
配
力
のT

端1

で
あ
り
、
' 

ぼ

の「

所
有
の
性
質
は
本
質
的
に
依
然 

と
し
て
.
半
封
建
的
地
主
的
土
地
.所

報
.1
-0

で
あ
っ
て
、
自
作
農
所
有
の
；
一
.町 

が
と
そ
の
本
質
を
異
に
す
る
。
...こ：

の
保
有
貸
付
地
に
お
い
て
と
り
れ
す
ば
，

.れ
た
小
作
契
約
に.お
い
て
耕
作
權
は
決
し
て.近
代
的
に
確
立
し
て.い
.な
、
 

.
い

，萍
上
梢
九
づ
農
地
攻
軍
と
地
主
制
し
へ
參
照)

々
.

■'
:
.
、
；
..
,
'.
'■
■
‘

/ 

S

農
地
改
革
を
.
め
ぐ
る
諸
見
解
とf

地
主
的
土
地
所
有」

解
放
^

^

に
關
す
る
點
に
お
い
て
も
、

「

解
放
耕
地
.
の
所
有
權(

ひ
い 

て
：は
耕
作
權)

.

の
移
動
に
對
し
て
は
統
制
が
し
か
れ
、
' 

そ
の
實
權
は
地
丰 

の
側
が
、，
行
政
f

 

,

(

知
事
の
認
可
>
 

を
通
1;
、
あ
る
い
は
農
業
委 

員

會

(

地
主
勢
力
な
い
し
地
主
富
農
が
指
導
權
、を
も
っ
て
い
る)

を
通
じ
. 

て
掌
握
し
て
い
^

，

.

.

.と
れ
ら
の
諸
事
情
は
、
地
主
所
有
耕
地
の
有
償
分
割
と
小
作
料
の
低
額
. 

金
納
化
と
い
グ
今
次
農
地
改
革
が
決
し
て「

自
©

な
る
農
民
的
土
地
所 

有」

を
'
,つ
く
り
出
さ
な
.か
0

た
事
實
を
明
ら
.
か
に
し
'
て
い
る
、
と
井
上
氏 

は
主
張
さ
れ
る
の
で
お
^
。
 

：

'.
.

.

.

.f

こ
ん
：ど
の
農
地
改
裳
で
耕
地
の
配
分
が
行
わ
れ
た
範
圍
で
い
え
ば
、

,;

耕
作
農
民
は
單
な
る
占
有
者
で
'
は
な
く
、
所
有
者
と
な
4

「

主
要
な 

.

准
摩
手
段
.

(

土
地)

 

'の
地
主
に
ょ
る
非
勤
勞
的
所
有
に
も
と
づ
く
從
屬 

關
係
.
は
一
見
も
う
と
か
れ
た
ょ
う
に
み
え
る」

。「

し
か
し
と
.の
自
作
農 

の
土
地
所
有
は
完
全
に
自
由
な
所
有
で
は
な
い」

。…
…

す
な
わ
ち「

山 

、
林
.
•
原
野
を
基
盤
と
し
.、

1

町
步
保
有
地
を
足
と
す
る
；！
地
主
的
土
地 

所
有
の
存
在
が
S

解
放
さ
れ
允
自
作
農
と
、
か
っ
て
の
半
封
建
的
地
主 

:

'

#

と
小
作
層
の
接
觸
點
に
あ
っ
た
舊
自
作
農
と
を
本
質
的
^
ホ
同
じ
場 

に
ぉ
い
て
い
る
.
か
ら
で
あ
る
。
.
固
定̂

納
化
3

れ
た
小
作
料
も
こ
の
關 

:

係
の
中
で
は
當
然
高
.率
現
椒
化
し
-
う
へ
る
の
で
あ
.
っ
て
、
地
主
制
の
殘
存 

の
就
い
山
間
部
で
’
は
公
定
の
反
當
六
〇
〇
圓
が
三
千
圓
、

一

萬
圓
、
或 

い
は
米j

俵
，で
•
あ
，る
と
い
う
す
で
に
あ
ら
わ
.れ
て
い
る
事
實
が
こ
れ
を 

:.

立
證
す
る
。
そ
し
て
改
革
後
の
小
作
料
の
高
率
化
、
現
物
化
は
、
大
內 

'氏
の
い
わ
れ
る
過
剰
人
ロ
の
壓
カ
に
蓮
づ
く
小
農
の
競
荦
の
結
果
た
る

九一
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I



v
^
/
>
^
y
s

»>
>
l
^
?-
«:
i>-
f
t
y
M
<i
<
,
f

m'

ts/
，v
.<<*x
'
f
<
^
K

iy
c
-
u
^
*
J
>
-
v
&
F
«
.1
r

gs
gl
*l
t
>
-;
<'!>̂
v
i
^
>
t
I
S*
>
^
r
<
>l*
>
i

t,

v
-w
、
*
^
>
4
J
A
<
*
w
5
^
-:
<<
v
-.y
K
-
f
'
v

.

»
v
-t
E-
T£
-
«.
?J'
'
l
.
v
\
*

f:
*
^
r
W
I
W
B
y
l
i
c
{
‘
.
.
i
>
>
>
w
t
^
f

..
,< ̂

-
»
£
m

.

.

.

.

.

.

.

.

-;
•
-;
'

-
?
.
s
_
.
.
-

(.
'
.
-
-
:

'.
.-
:
L
-
.
v
.
.
. 

-HV 

r,,..K-̂
.,
 

J
p
, 

f

;.
f;
.
-
v
-
.

-.
,
v
.
:
:

.;

.
4

y
:
f
.
c
c 

v
、
：
，
：
-
-
:
.

i:
*
r
,
s
.
.
'
c
v
.
'
s
:
'
.
.

4

.'
-
.
v
.
-
v
.
.
> 

;■'
,
.
.
.

 

V
I
-
.
. 

.

.

.

.
-

,:
•
.-
.■<,-
'

;.-
.
,
i
■
へ
.

V.V-
.

0

r-
'
.
-
'-
.
ン 

*
.f
•
•
.
.
.'
.
•
t'>
v
.

v:-
:
.
.
r
. 

•
*

;;
'
•%
.
.
.
1
.
.
-
,
t 

,
v
-

i-
y
'.
'
•■
,w
.
:'.
:
:.s
.
r
.
. 

-
V
-
.
.
:
. 

v
.
v
.
.
.
-
.
.
.
.
七
.
.
.

■.
.■a

'

- 
.
 

,,-
.
. 

.

.
'
/
r
.

■:
:

三
..田
學
'#

雜
誌
：：..
.
.第
四
十
七
卷.：：

第

義
'
;
../
.
:''
-
.
.'-
:

'

.

;
.

■:

差
頟
地
代
0.

增
伽
：で
：.ゅ
な
く
.し
'
て
、
土
推
所
有
に
_

づ
<

攉
カ
を
背
拿
':
.
' 

と
し
た
剩
餘
勞
働
の
汲
み
と
り
、
本
質
_的
に
は
變
化
し
な
.か
っ
た
地
代 

■の
申
對
建
性
.の
.
强
化
'
で
：
あ
：
る

。
：

....一
 

.

.

独
1
' a

,
f
o
.
.
:
:
s
.

 

8
8
9
,
.

マ
ル
>

ス
：：

「

資
本
論1

長
谷
部
文
雄
譯
靑 

.

木
分
庫
篇
十
-

分
册
五
八
頁
。

：

'.
::

パ

•

.

.''
:/
' 

:

-
- 

註
2

，平
野
義
太
邠「
農
業
問
題
と
土
地
敗
革j

革
八
直
。

'

へ
註
3

小
池
基
之
：「

戰
後
に
お
け
多
農
業
理
論
め1

展
開
十
㈠

日
本
農
-.
'- 

,

業
得
建
の
：論

理

C
T

農
業
近
代
化
の
理
論J

四
六
頁〕

。：

.

■

眭
4'
:

井
上
晴
丸「

職
後
農
地
改
革
と
半
封
建
制」

:•(

季
刊「

瑶
論」

'

1

九
號
1

〇
頁
。)

：.「

改
革
に
よ
る
地
主
制
の
再
編
成」

C
T

日
本
資
本 

\

主
義
講
座j

第
.五
卷
六
八
育
。

.

.

.

.

. 

V
 

V
 

.

.註
5

间

「

改
.革
に
よ
る
地
主
制
0

冉
編
成」
前
掲
書
六
八
頁
。

.

,
.

独
6

同

前

掲

*
：

[ S
I

.

頁
？

註
7

:..同
;

前
掲
書
'

',
' :
.

六
九
頁
。
：

■ 

.
註
8

同

前

揭

書
.
. 

.

同

K

0
 

.

. 

f

 

'同

前

揭

誉

-
‘

:
同

.

頁
。一

：

,
、註
10同

：：

前

揭

甞

，
.■
七
〇
頁
。

■

,

近
藤
康
男「

從
屬
體
制==

再
軍
備
體
制
に
.お
け
る
再
•編
地
、壬
制
.

の
强
化」

前
掲
書I 

Q

ニ
頁
。

こ
の
よ
ぅ
にT

日
本
農
業
が
そ
の
基
抵
と
し
て
の
土
地
所
有
の
集
中
的 

表
現
と
し
マ
見)

出
し
た
地
主
的
土
地
所
有
と
そ
れ
に
對
立
す
'る
零
細
農
的 

土
地
所
有」

.
が
農
地
改
第
に
よ
っ
て
も
基
本
的
に
は
變
化
し
え
な
か
っ
た
1
 

と
す
れ
ば
、
こ
の
見
解
に
立
っ
て
農
地
改
革
の
霞
義
は
ど
こ
に
ぁ
る
で
ぁ
■

九
ニ
-： 

:、ノ(

五 $
0

 

,

ら

か
0

意
義「

.

■

.

.

■

•

.

.

バ
そ
れ
は
資
本
主
義
の
金
股
的
危
機
に
お
い
て
從
屬
體
制
に
組
込
こ
ま
れ 

た
日
本
資
本
、

が
、
そ
の
，禪
造
的
危
機
の
.
一
環
で
あ
る「

未
曾
有
の
地 

主
制
の
.危
機」

"
"を
、
獨
占
資
本
の
最
大
限
I

確
保
の
た
め
の
基
盤
た
る 

農
業
一
に
お
け
る
半
封
建
的
生
產
關
係
へr#

王
制
の
根
と
も
い
う
べ
き
そ' 

の
も
つ
と
も
せ
'
ん
じ
.
.つ
め
た
基
本
的
本
質(

|

を
殘
し
お
お
せ
つ
.つ
打
開
し 

た
こ
1

に
あ
る
。
'
日
本
の
.獨
占
資
本
と
地
主
だ
け
で
は
踏
み
き
り
が
り
か 

ぬ
線
が
、
ブ
メ
リ
.ガ
獨
古
資
本
に
う
な
が
さ
れ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
紐
04
.
’ 

，

「

農
地
改
革
が
鄺
ら
し
た
效
果
ル
、
.
日
本
の
農
民
に
土
地
所
有
の
渴
を
醫 

や
-L
-

、
.
.-

一
 

片
の
土
地
を
所
有
し
た
多
數
の
職
エ
を
作
り
3
2
し
た
と
い
う
こ 

と
で
.あ
る
。.
低
賢
^

を
^

う
と
こ
ろ
の
自
家
用
農
業
、
首
を
切
ら
れ
て
も 

社
會
保
險
を
要
し
な
い
物
的
根
據
を一

片
の
自
作
地
は
約
束
し
て
く
れ 

る
。
農
民
の
意
識
は
從
來
よ
り
も
.
一.
.層
ブ
チ
•

ブ
ル
的
と
な
り
、
勞
i

 

動
と
農
民
運
動
と
.
の
關
連
性
を
切
斷
せ
し
め
る
。.…

：
農
民
令
防
共
の
堤 

と
し
て
强
化
す
る
.意
味
.に
お
い
て
は
、
農
地
改
革
は
芷
に
百
バ
ア
セ
ゾ
ト 

の
效
果
を
あ
げ
た
も
の
と
い
^

'
こ
と
が
で
き
る
•よ
1

で
あ
な」

。

地
主
制
0 -
殘
存
は
舊
い
部
落
秩
序
を
雜
持
し
週
家
權
カ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ 

ブ
さ
れ
て「

低
米
價
洪
米
制
度
を
賞
徹
せ
し
めマ

|
|

占
^

本
の
危
機
#1

開 

の
た
め
の
低
賃
銀
i

の
有
力
な
基
盤
を
提
供
し
、
最
大
限
利
偶
獲
得
の 

エ
ー
ジ
'エ
ン
ト
た
る
役
割
を
果
す
と
同
時
に
、
部
落
割
當
を
通
じ
て
經
濟 

的
に
^

政
治
的
に
.本
獨
自
の
利
益
の
配
當
忆
あ
づ
か
る
の
で
あ
¥

註
1

小
服
基
之
'「

農
地
改
.革
の
歴
史
的
課
題
.1
-

0

"
農
業
近
.代
化
の
现

'

論」

ニ「

頁)

。

. 

V 

-
f 

#

上
晴
九「

改
革
に
ょ
る
也
主
制
の
再
'
編
成」

(「

日
本
資
本
主
.

.-
義
講
座」

第
五
卷
七
八
頁)

。

，
.

.

.

.

0

3

同

前

揭

敷

，同
頁
。

.

.

.

..

'
:
.」

註
4

同
：-
前
揭
#

六
七
頁
。
■

.

. 

.

,

.

.

.

'

註
5

近
藤
康
男「

農
地
改
革
の
諸
問
題j

.

一.一
三
頁
。
. 

，
•

• 

t

t

6
井
上
晴
丸
前
揭
磨

'

七
七
頁
。

.

.

註
7

同
.

.

- ' 

前

揭

書

.‘

:

同
. 

'頁
。

-
 

ま
こ
と
に
農
地
改
革
は「

外
か
ら
、
土
か
ら
與
え
ら
れ
て
遂
P

せ
.ら

れ

. 

た
も
の…

…

。
獨
占
資
本
の
耍
請
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
4

の」

で
あ
る
.°

，独

小

池

諶

之「

地
主
制
の
諸
問
题」

满
掲
書
1

三
頁
。
，
 

ン 

問
題
勲
.

.

'
_
■,

へ
 

.

ニ
つ
の
道
の
.
理
論
•の
適
用
が
古
典
的
な
資
本
の
本
源
的
蓄
積
期
に
お 

.

.

い
で
な
さ
れ
る
.
場
合
、
資
本
主
義
の
或
る
程
度
の
發
展
.が
前
提
と
さ
，れ

る
場
合

(

ロ
シ
ア
の
.
よ
ぅ
に)

に
對
し
て
、
獨
占
資
本
主
義
•段
階
に
.お

., 

適
用
の
差
別
姓
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
申
^
建
的
生 

產
關
係
に
基
づ
く
剩
餘
馓
値
の
收
取
の
.弱
化
し
た
あ
と
の
農
業
經
營
の 

再
生
產
の
.
理
論
的
分
#

を
：お
し
す
す
め
て
、
改
革
後
に
お
け
る
剩
餘
債
.
.
.
.

,

値
の
收
取
の
さ
れ
方——

日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
資
本
と
地
主
的
土
.

. 

'.，地
所
有
の
癒
着
の
仕
方
を
ふ
く
め
て
I

の
解
明
を
期
待
し
た
い
。
.

.

.

,

'
■
:

五

■
' 

.

.

■

,

.

.

.

.

以
上
が「

耕
作
農
民
，に
よ
る
經
營
農
地
の
所
有
を
獎
_

し
、
以
10

ソ
て
彼
■:
■ 

七
が『

勞
働
の
成
果
を
.享
受
す
る
機
會
を
均
等
化
す
る』

' 

こ
.
と」

ノ
を
目
標

.

.

.

.

.

.
七
.
ュ
，丨
.マ
.1
1
.
.ス
ト
、
.
.ギ

--
V
ス

'ケ
ル

'.
と

^
薬
艰
命
期
の
英
國
勞
働
教
階
雜 と

し
た
：農
地
改
革
に
對
才
る
諸
家
の
見
解
と
.そ
0'

間
題
點
で
あ
る
*
日
本 

農
業
の
前
途
は
容
易
で
は
な
い
。.「

農
地
改
革
の
進
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

な
お
そ
こ
に
は
農
業
生
^

力
の
發
達
に
裏
づ
け
ら
れ
た
富
農
經
u

i

に
對
し
て
そ
れ
を
阻
止
す
る
ょ
ぅ
な
諸
條
件
が
數
多
く
み
ら
，れ
&

-

-

-

殘
存
せ
る
地
主
制
を
ふ
く
め
て-
--

の
で
あ
る
。

註
1 

L
a
u
r
e
n
c
e

 

I
.

 

H
e
w
s

 

(

G

.

H

.

.

Q、
天
然
資
源
局
顧
問)

 

S
J
a
p
a
s
s
e

 

L
a
n
d

 

R
e
f
o
r
B

 

p
r
o
g
r
a
m
。

農
林
省
農
地
局

.

農
地
課
譯「

日
本
.の
農
地
改
革1

ニ
〇
七
頁
。

，

.

.

■'

驻

公
.
小
池
基
之
.

「

農
地
改
革
と
農
業
の
近
代
化」

C
T

農
業
近
代
化
の 

.
理
論」

'
一
 

六
〇
頁)

0

.

•

 

.

.

.

ヒ
ュ
.
.
.丨
、
マ
..ニ
.
.
.
_ス
'
ト
、ギ
ヤ
ス
ケ
ル
と

.

;■
;

逢

輩

命

期

の

.養

勞

働

者

階

級

.

.

.

' 

.

——

ギ
ャ
X

ケ
ル
の

『

英
國
の
產
業
人

P

』

. A

§

を
讀

飯 含

田

鼎

一、
ギ
ャ
ス
ケ
ル
と
產
業
革
命

.
' 

.

.

■1
.ー> 
手
工
業
者
の
貧
困
上
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
マ
ン
吧
M
 

三
、
工
場
制
度
の
確
立
と
そ
の
影
響

(

五
五
セ)

Lづ


